
澤野雅樹ゼミ紹介

《ゼミ紹介》

　やっていることは毎週，決められた教室に集ま
り，淡々とテクストを読んでいくだけである。扱
う学者はみんな哲学寄りの難しい人ばかり。遅刻
をすれば罰金を取られ，コンパ代に消えて行くだ
けだから，たとえ眠くても，へとへとに疲れてい
ても，みんなが可能な限り出席する。夏合宿では
二泊三日，完全な監禁状態にされ，殆ど拷問とも
言えるテクストとの格闘に明け暮れる。どうして，
こんな苦行三昧のようなゼミを選ぶのか理解に苦
しむが，不思議と毎年わんさと人が来る。ミシェ
ル・フーコーの『監獄の誕生』を三回に分けてす
べて要約しないと入れてくれないというのに，そ
して実際，「あれは苦しかった」と言う人が後を
絶たないのに，なぜか毎年人が来る。
　じゃあ，教室の空気がどんよりしているかと言
うと，そんなことはなく，むしろ途轍もなく開放
的な空気が流れていて，私もそこにいて心地よい
と思う。いい意味で賑やかなのである。さらには
人によりけりだが，誰もが少しずつ変わってゆく。
一年で別人のようになってしまう人もいる。いい
笑顔が多くなってゆくのを見るのは楽しい。けれ
ども，どうしてなんだろう？本当に不思議である。
私の人徳ゆえのことであるのは間違いないのだが
‥‥がが‥‥がががが（ここでサワノ，壊れる）。

ゼミ生へのアンケート

Q ₁  このゼミを受講しようと思った理由はなん
ですか？

・犯罪社会学を受講して，興味があったので。
・明らかに，一番難しそうだったからです。
・社会学を学びたいと思ったきっかけが，オープ

ンキャンパスで，澤野先生の模擬授業を受けて
感銘を受けたことによるから。入学して，ゼミ
を受けるなら，絶対，澤野！って決めてまし
た♡
・澤野先生の担当されていた「社会学 ₂」を受講
し，興味をもった。入学前に，オープンキャン
パスで，犯罪社会学の模擬授業を受け，面白かっ
たから。
・オープンキャンパスの模擬授業で，先生の話を
聞いて，興味を持ったため。
・先生の知識が深過ぎて，自分がどこまで触れ得
るか，試したかった。
・先生の「社会学 ₂」と「犯罪社会学」がおもし
ろかったから。犯罪社会学に興味を持って，こ
の学科に入ったから。

Q ₂  先生はどんな人ですか？
・すごく博識な方です。
・私が出会った人の中で，最も頭の良い人です。
・自分の娘に，「お前の本当の親はこれだ！」っ
て言って，エリンギを指差す人。
・こわいイメージがあるが，実は愉快で，多くの
分野に知識をもつ人。
・子煩悩，かな？　意外と。
・学生よりも自由で，ロックな思考の持ち主。
・ゼミを受講しないと判らないと思うが，とても
優しい。殊に，ゼミ生には親バカ振りを発揮し
まくり。
・とても優しい。知識が幅広く，豊富。雑学がお
もしろい。
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Q ₃  ゼミを受講してよかったと感じることはな
んですか？

・色々な知識が増える。
・頭を使っている気分になれたことです。
・本を読むようになったこと。考えない私の頭を，
フルに使わせてくれる。
・難しい文章を理解できる脳に進化した！と実感
した時。
・友達が増えた。
・大事なことを，深く濃く学べる。みんな仲良
し♡
・知識の幅が拡がる。自分の興味有るトコロも，
無いトコロも。₂₀歳超えてから，なかなか出会
える機会では無い。
・かしこくなった。本を読むのが楽しくなった。
考えさせられることが多くなった。

Q ₄  ゼミで大変だったことはなんですか？
・本が重い。
・常に大変です。

・いつも大変です！　でも，ゼミ合宿の発表 ₄時
間が一番辛かった

・難解な書籍を読むこと。
・合宿（テーマがヘビーだった）。
・先生は勿論，皆が協力し合うゼミなので，大変
な事は無い。毎回，頭痛になる事を除けば。
・本が重い。難しくて理解に苦しむこともしばし
ば。合宿までの期間が短く，本を読むのが大変
でした。

Q ₅  ゼミをこれから受講する後輩へ一言‼
・もう一度人生をやり直すとしても同じ選択をし
てやるという選択を！
・SとMは相性のいいものじゃありません
・暗いイメージの分野ですが，ハマれば抜け出れ
ない力をもっています。ぜひ触れてみて下さい。
・大変だけど，楽しいよ。先生の下ネタは必見で
す。
・悔いのない選択を！
・判った振り，をしなければ，凄く為になる一年
になると思うよ。
・ゼミは入りましょう。本をひたすら読むゼミと
フィールドワーク系のゼミがありますが，本を
読む方がおもしろいし，ためになるし，かしこ
くなるし，学べることは多いです。

Q ₆  その他，なんでも‼
・おおジュリエット，罪というものはね…。
・澤野先生は優しいよ♡＂

・じゃがビー。
・皆，個性的で，すごく仲が良くて，楽しいです。
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